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国道３６５号は、北陸と近畿を結ぶ重要な幹線道路である

ため、重点投資をしています。

椿坂道路 全体延長３２５０ｍ

内トンネル区間１８４２ｍ

橋梁 ５橋

椿坂峠の土砂崩れやなだれによる交通障害を解消するた

め、平成１８年度から着工している当該事業は、橋梁等も

ほぼ完成し、また、県施工のトンネルで最長となる椿坂ト

ンネルが掘削から約２年の歳月をかけ平成２３年１２月９

日に無事貫通しました。今後は、トンネル内の舗装や照明

と現道への取り付け工事を進め平成２６年度の全線完成供

用を目ざしています。

（写真左）

自転車による歩道点検パトロール(年 2回)

自動車による通常パトロールのほかに、歩行者や自転車利用者の目線

で道路の危険箇所を点検する自転車によるパトロールを実施しています。

巡視・点検を行った結果、歩道舗装の段差、水路蓋の不備、道路の反射

板の必要な箇所などが発見された。これらについては、早急に改善を行

っていきます。 （写真左）

≪ 環境整備への取り組み

公共残土管理地として整備され、周りに植栽した樹木も成長し、春にはりっぱに花が咲いてとてもきれいですが、近年の雪等で枝が

たくさん折れまた、木が大きくなったため、隣の木と競り合っていたり、蔦が巻き付いていたりして非常に見苦しい状況でした。

そのため、昨年に引き続き 10 月１９日に所員が慣れない手つきではありましたが作業を実施しました。全体の一部しかできません

でしたが・・・・。
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葛篭尾崎大浦線（通称：奥琵琶湖パークウェイ）の桜並木に「てんぐす病」の被害が目立ち観光客や地元関係者から心配の声が上がっ

ていました。このため昨年度に第１回目の撤去作業を行いました。引き続き今年度も（平成２３年１２月１３日）地元関係者・ボランテ

イアの皆様・長浜市役所西浅井支所と当所が一緒になって合同作業を行いました。桜の本数も多いため、今後も引き続き、このような協

働作業を実施し桜並木の景観を残していきたいと思いますのでご協力お願いします。

天候を心配しておりまし

たが、この日は非常によい

天気に恵まれ作業も順調に

進みました。

作業前の安全確認

平成２３年７月２２日（金）に、

現地での体験学習をとおして土砂

災害防止に関する知識を身につけ

てもらうことを目的として親子さ

ぼう学習会が開催されました。

参加者の小学生と保護者は普段

あまり見ることのない砂防工事現

場で、砂防施設の仕組みや役割に

ついて話を聴いたり、建設機械に

体験乗車したりと興味深く見学さ

れました。

宮の谷川砂防工事（余呉町東野） 急傾斜地崩壊対策工事（西浅井町集福寺）

平成２３年は大地震、大雨等の災害により、かけがえのな

い多くの命が失われました。

いつどこで起こるか解らない災害に対し、常に行動がとれ

るよう長浜土木事務所木之本支所では、勤務時間中に全職員

を対象とした訓練を今年度も実施しました。今年度は新たに

長浜市役所北部振興局・建設業協会伊香支部と連携を取りな

がら道路パトロール、防災システムへの入力の訓練などを行

いました。常に迅速に対策体制が整えられるよう努めています。

編集後記

木之本土木事務所も平成２３年４月１日長浜土木事務所木之本支所と名称が変わりました。皆様への行政サービスについては以前と

変わりはありません。今回の「ＩＫＡＧＯ通信」いかがだったでしょうか。皆様にとって読みやすくわかりやすいものとなったでしょ

うか。今後もよりよい紙面を作るために、皆さんからのご意見やご質問をお待ちしています。

【ご意見お問い合わせ先】長浜土木事務所木之本支所 電話 0749-82-3434 ＦＡＸ 0749-82-2654

〒529-0426 滋賀県長浜市木之本町黒田 1234

平成２３年１２月１日～２４年３月２０日（１１１日間）

までの雪寒対策（除雪）期間中の安全祈願を行いました。
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